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ブロック拠点病院のない自治体における中核拠点病院の機能評価と体制整備のための研究 
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【分担研究５】在宅介護職員の実施研修 

研究分担者：小野恵子 

（愛媛大学医学部附属病院 総合診療サポートセンター・ソーシャルワーカー） 

 

研究要旨：四国のようにブロック拠点病院が近辺になく、県内の個々のエイズ拠点病院が

十分に機能していない、いわゆる地方の比較的医療過疎である地区に、本研究によって

HIV 診療の充実や均てん化が促されていくことが期待されている。30年度の研究成果とし

て、3回実施したが、HIV患者の介護に直接当たってもらうことが差し迫った事情である

ことを踏まえ、県内の在宅介護職の看護師に各々1週間ずつ研修会として、当院の HIV患

者の実施研修（外来、病棟）と講義・討議を行った。具体的な研修により、HIV感染症に

関する啓蒙とともに HIV患者の在宅医療の推進にも繋がり、極めて意義深い研究活動と考

えている。 

 

 研究分担者 

高田清式・愛媛大学医学部附属病院・教授 

末盛浩一郎（愛媛大学医学系研究科・特任

講師） 

井門敬子・愛媛大学医学部附属病院・副薬

剤部長 

若松綾・愛媛大学医学部附属病院・看護師 

 

Ａ.研究目的 

ブロック拠点病院が近辺にない愛媛県にお

いて当院は、エイズ地域中核拠点病院に指

定され、累計 170 名以上の患者を治療して

いる。四国地区は近年 HIV・エイズ患者の

増加が著しく、大半の患者が当院に受診し

ている。かつ四国地区は、高齢化率が

29％前後の地方であり、都市に比べ高齢者

の HIV・エイズ患者が多く、HIV感染およ

び合併症が進行し日常生活に差し障りが著

しく在宅の長期療養が必要な例も少なくな

い。当院は急性期病院の立場であり、自宅

で自立した生活が困難な長期療養患者の対

応については、HIVに対する不安や感染リ

スクが問題になり、受け入れに難渋してい

るのが実情である。この実情のもと、具体

的な研修を行い、HIV感染症に関する啓蒙

とともに HIV患者の在宅医療の推進にも繋

げて行くことを目的とした、極めて意義深

い研究活動と考えている。 

また、アンケート調査等を通じ地方の

HIV診療に関する連携の実態を把握し問題

点を検討する。 

Ｂ. 研究方法 

 HIV患者の介護に直接当たってもらうこ

とが差し迫った事情であることを踏まえ、

県内の在宅介護職の看護師に各々1週間ず

つ研修会として、当院の HIV患者の実施研
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修（外来、病棟）と講義・討議を年に数回

行った。 

（倫理面への配慮） 

患者および関係者に対する人権の保護に配

慮して行い、調査に協力できない場合も不

利益にならないようにする。 

 

Ｃ. 研究結果 

 30年度には 3回実施した。HIV 患者の介

護に直接当たってもらうことが差し迫った

事情であることを踏まえ、県内の在宅介護

職の看護師に各々1週間ずつ研修会とし

て、当院の HIV患者の実施研修（外来、病

棟）と講義・討議を行った（図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 在宅介護研修 1 週間スケジュール 

 

計 6名の研修を行ったが、アンケートを

行ったところ研修の全体的には全員満足度

は高かった。 

具体的意見として、外来見学では、「普

通に外来に来られており、直接話しをさせ

てもらったことでまだ自分の中にあった偏

見に気付くことができた。可能であれば個

別面談を拒否される方のイメージなど（理

由）を教えていただきたいと思います。

又、生活の乱れた方の対応を見学してみた

かった。」などの意見があった。 

 病棟実習では、「HIV患者に使用した衛

生材料の取り扱いについて具体的に汚染処

理室などの見学もさせていただき勉強にな

りました。」などの意見があった。 

 さらに講義、カンファレンスも含め全体

的な意見として、「多職種の意見も含めて

全体像が見られた。全国、中四国などでの

研修や動向が理解出来た。他職種で同じ事

を共有することが重要なため実際参加する

ことができ様子や雰囲気を感じることがで

きた。チームの雰囲気関係性が良くチーム

皆が一つの目標に向かって頑張っている気

持ちが良く伝わり私自身も背中を押しても

らったように思う。チームとしてそれぞれ

の職種としての関わりがあり外来～病棟ま

でトータルで関わりをしれてわかりやすか

ったです。現状を知ることができて良かっ

た。一人一人の患者の状態、状況の共有、

他職種のそれぞれの意見や治療方針なども

話し合わせていただいたのも良い経験にな

った。」という前向きな意見であった。 

 

Ｄ．考察 

 30年度の研究成果として、3回実施した

が（計 6名受け入れ）、HIV患者の介護に

直接当たってもらうことが差し迫った事情

であることを踏まえ、県内の在宅介護職の

看護師に各々1週間ずつ研修会として、当

院の HIV患者の実施研修（外来、病棟）と

講義・討議を行うことができた。具体的な

研修により、HIV感染症に関する啓蒙とと

もに HIV患者の在宅医療への推進にも繋が

り、極めて意義深い研究活動と考えてい
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る。アンケートの結果、かなり前向きで好

意的な意見も多く見受けられ、HIV感染症

に対する偏見や誤解が解け、さらに最新の

知識が得られる良い機会と考えられた。さ

らに近々具体的な患者の在宅医療への受け

入れが円滑に進むことを期待している。 

 

Ｅ．結論 

 在宅介護職の看護師に対し、実施研修を

3回実施した。HIV患者の介護に直接当た

ってもらうことが差し迫った事情であるこ

とを踏まえ、県内の在宅介護職の看護師に

各々1週間ずつ研修会として、当院の HIV

患者の実施研修（外来、病棟）と講義・討

議を行った。具体的な研修により、HIV感

染症に関する啓蒙とともに HIV患者の在宅

医療への推進にも繋がり、極めて意義深い

研究活動と考えている。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当なし 
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Ｈ．知的財産権の登録状況（予定を含む） 

該当なし 
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